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型 式 二径間連続非合成曲線鈑桁橋 
支 間 79 m（39.5 + 39.5 m） 
全 幅 9.2 m（0.6 × 2 + 4 × 2 m) 
竣 工 昭和 49年（1974年） 
 






































図 1 一般図および振動計配置図 
 
写真１ 大型車両による実験状況 













行後（V = 50 km/h）に測点 a で計測された 40 秒
間の加速度波形と，その加速度波形から得られた
フーリエ振幅を示している．なお，スペクトル解
析には 16,384 個のデータ（81.92 秒間）を使用し
た． 























図３ 加速度波形の一例とそのフーリエ振幅（V = 50 km/h) 
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間の振幅がほぼ対称のモード分布を呈している．
また，上下流側の振幅を比較すると上流側の方が
大きい．一方，曲げ 2 次の振動モード（b 図）と
曲げ 3 次振動モード（c 図）の場合には，側径間
において必ずしも対称性を満足していないことが
分かる．曲げ 2 次振動モードでは上流側では






























V = 30 km/h V = 40 km/h V = 50 km/h 設計条件 固定条件 
曲げ 1 次振動 
曲げ 2 次振動 


















(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード 
（f1 = 2.78 Hz）         （f2 = 4.37 Hz）          （f3 = 5.68 Hz） 
図４ 振動モード分布（V = 50 km/h） 
 


































(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード 
（f1 = 2.31 Hz）         （f2 = 3.48 Hz）          （f3 = 4.44 Hz） 
図６ 固有振動解析から得られる振動モード分布（支承：設計条件） 
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